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§§３３３３ 等差数列・等比数列等差数列・等比数列

１．(1) 等差数列 }{ na が 331  aa , 2742  aa を満たすとき、一般項 na を求

めよ。

(2) 等比数列 }{ nb が 331  bb , 2742  bb を満たすとき、一般項 nb を求めよ。

（宮城教育大）

２．等差数列 }{ na は、初項から第10項までの和が175、初項から第 20項までの和が

650である。また、 }{ nb は初項b、公差 d の等差数列であり、 45 ba  , 710 ba  であ

るという。

(1) 数列 }{ na の初項は[ ア ]、公差は[ イ ]である。

(2) 数列 }{ nb の初項と公差はそれぞれ b [ ウ ], d [ エ ]である。

(3) 数列 }{ na , }{ nb に共通して含まれる項を順にとりだし、新しい数列 }{ nc を作成す

る。このとき、 }{ nc は初項[ オ ]、公差[ カ ]の等差数列になる。また、 500≦nc を

満たす nc の和は[ キ ]となる。

（九州産大）

３．1から180までの整数のうち、初項が5、公差が 4の等差数列に現れる数の集合を

A、初項が1、公差が6の等差数列に現れる数の集合を Bとする。共通部分 BA に

属する要素の個数を求めよ。

（岩手大）

４． 23  nan , 14  nbn , ncn 7 （ ,2,1n ）で定義される3つの数列

}{ na , }{ nb , }{ nc のどれにも現れる値のうち、1000以下となるものの個数を求めよ。

（横浜国大）

５．等差数列 ,8,5,2 を }{ na 、等比数列 ,8,4,2  を }{ nb とする。数列 }{ na と

数列 }{ nb との両方に含まれる数を順に取り出してできる数列 }{ nc の一般項を求めよ。

（大分大）

６．
nx )1(  （ 6≧n ）の展開式における

654 ,, xxx の係数を

654 ,, aaa とするとき、 654 ,, aaa を nの式で表せ。また、 654 ,, aaa がこの順で等差

数列になるような nの値を求めよ。

（摂南大）

７． qp , を実数とし、 qp  とする。更に、3つの数 qp ,,4 をある順に並べると等

比数列となり、ある順に並べると等差数列となるとする。このとき、 qp , の組（ qp , ）



をすべて求めよ。 （小樽商大）

８． ba ,,2 および 8,, cb がこの順に等比数列をなし、さらに cba ,, がこの順に等

差数列をなすような cba ,, の値の組合わせを求めよ。

（京都精華大）

９．異なる3つの実数 cba ,, がこの順で等差数列をなし、 bca ,, の順で等比数列を

なす、更に、 27abc であるとき、 cba ,, の値を求めよ。

（成蹊大）

10．数列 cba ,, は等差数列で、公差は正である。 45 cba , 3135abc のと

き、 cba ,, の値を求めよ。

（東京工科大）

11. 次の3つの条件をすべて満たす三角形の3辺の長さを求めよ。

(ⅰ)最大角と最小角の差は 90 である。

(ⅱ)3辺の長さを大きさの順に並べたものは等差数列である。

(ⅲ)3辺の長さの和は3である。

（学習院大）

12. nを3以上の整数とする n2 個の整数 n2,,3,2,1  から無作為に異なる3個の数

を選ぶとき、次の問いに答えよ。

(1) 3個の数を小さい順に並べた数列が、公差 2の等差数列である選び方が何通りある

か。

(2) 3個の数を小さい順に並べた数列が、等差数列である確率を求めよ。

（滋賀大）

13. ある等差数列があり、その一般項を na （ ,3,2,1n ）とする。

(1) 第62項が185、第74項が 221のとき、一般項は na [ ア ]である。

(2) この数列の第1項から第99項までで、偶数の値をとる項の総和は[ イ ]である。

（武庫川女子大）

14．1から 200までの自然数のうち

(1) 4で割ると3余る数の和 1S を求めよ。

(2) 5で割ると 4余る数の和 2S を求めよ。

(3) 4で割ると3余り、かつ5で割ると 4余る数の和 3S を求めよ。

（北海学園大）

15．ある等差数列の第 n項を na とするとき、 3651413121110  aaaaa ,

6191715  aaa が成立している。

(1) この等差数列の初項と公差を求めよ。

(2) この等差数列の初項から第 n項までの和を nS とするとき、 nS の最大値を求めよ。

http://www.geocities.jp/mikiotaniguchi/math/image/15/15092605s.pdf


（岩手大）

16．等差数列 }{ na が 453642  aaa , 29673  aa を満たしているとき、次の

問に答えよ。

(1) 一般項 na を求めよ。

(2) 初項から第 n項までの和を nS とする。 nS の最大値とそのときの nの値を求めよ。

(3) nS の絶対値 | nS |の最小値とそのときの nの値を求めよ。

（滋賀大）

17．数列  ,,,, 21 naaa は、初項 a、公差 d の等差数列であり、 123 a かつ

0,0 98 ≦SS  を満たす。ただし、 nn aaaS  21 である。このとき、

次の各問に答えよ。(1), (2)は答えのみ解答欄に記入せよ。

(1) 公差 d がとる値の範囲を求めよ。

(2) na （ 3n ）がとる値の範囲を、 nを用いて表せ。

(3) ,0na 01 ≦na となる nの値を求めよ。

(4) nS が最大となるときの nの値をすべて求めよ。また、そのときの nS を d の式で

表せ。

（早稲田大）

18．公比が負の数である等比数列がある。初項から第 4項までの和は 15 、第5項と

第6項との和は 48 であるという。この等比数列の初項と公比を求めよ。

（福岡大）

19. 第3項が8、第10項が 29の等差数列 }{ na の初項を a、公差を d とする。

(1) aと d の値を求めよ。

(2) 和 naaa 222 21   を nの式で表せ。

(3) 200以下の na のうち偶数であるものの和を求めよ。

（群馬大）

20．数列 }{ na の初項から第3項までの和が3に等しく、初項から第6項までの和が

21 に等しいものとする。このとき、 }{ na が等差数列ならば、初項 1a の値は[ ア ]

であり、公差 d の値は[ イ ]である。また、 }{ na が等比数列ならば、初項 1a の値は

[ ウ ]であり、公比 rの値は[ エ ]である。（ただし、公比は実数とする。）

（新潟薬大）

21. 公比が実数である等比数列 }{ na （ ,3,2,1n ）において、

,3876  aaa
8
3

11109  aaa が成り立つ。 このとき、 10a [ ア ]であり、
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k
kkaa [ イ ]である。

（近畿大）

22. kを自然数とする。数列 }{ na において、初めの k項の和を 1T 、次の k項の和を 2T 、

その次の k項の和を 3T とし、以下同様に ,, 54 TT を定めるとき、次の問いに答えよ。

(1) }{ na が等比数列で 4k とする。 80,5 21  TT のとき、 }{ na の一般項を求めよ。

ただし、公比は整数とする。

(2) }{ na が等差数列ならば }{ nT も等差数列であることを証明せよ。

（群馬大）

23. 数列 }{ na に対して
n

aaab n
n




21 とおく。

(1) }{ na が等差数列ならば、 }{ nb も等差数列であることを示せ。

(2) }{ nb が等差数列ならば、 }{ na も等差数列であることを示せ。

(3) }{ nb が等差数列で、 
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k k
kk bb を満たすとき、 }{ na の一般項 na を

求めよ。

（茨城大）

24. 数列 }{ na （ ,2,1n ）の初項から第 n項までの和 nS が、

  nnnSn
23

（  ,,, は定数）で与えられている。

(1) }{ na が等差数列となるための必要十分条件を  ,,, で表せ。

(2) }{ na は等差数列ではないが、第 2 項以降は等差数列となるための必要十分条件を

 ,,, で表せ。

（大阪市大）

25． mlk ,, を相異なる自然数とする。

(1) 等差数列 }{ na の第 k項、第 l項、第m項をそれぞれ rqp ,, とするとき、

0)()()(  qpmprlrqk が成り立つことを示せ。

(2) 逆に、実数 rqp ,, に対して、 0)()()(  qpmprlrqk が成り立

つならば、 第 k項が p、第 l項がq、第m項が rとなる等差数列が存在することを示

せ。

（大阪教育大）

26. 正の整数 nm , （ 3≧m ）について、次の問に答えよ。

(1)正の整数 pを初項とする公差 2の等差数列 }{ na の第 n項までの和が mn であると



き、 pをmと nを用いて表せ。

(2) (1)の pは奇数であることを示せ。

（関西大）

27．(1)10から15までの自然数を、連続した 2個以上の自然数の和としてそれぞれ表

せ。

(2) 自然数 nが 2の累乗でなければ、つまり

)12(2  ln m
（m , lは整数で、 0≧m , 1≧l ）と表されるならば、

nは連続した2個以上の自然数の和として表されることを証明せよ。

(3) 自然数 nが 2の累乗ならば、つまり
mn 2 （mは整数で、 1≧m ）ならば

nは連続した2個以上の自然数の和として表されないことを証明せよ

（上智大）

28． nは3以上の奇数で、自然数の列 naaa ,,, 21  は等比数列であるとする。
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とおく。

(1) 整数T は整数 Sの倍数であることを示せ。

(2) T が素数となるための初項、公比および項数 nについての条件を求めよ。

（大阪大）

29．数列 }{ na は、初項 21 a で、第3項
2
1

3 a である。
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1)1( （ ,3,2,1n ）とするとき、数列 }{ nS は等比数列になっ

た。このとき、次の各問に答えよ。

(1) nS をnの式で表せ。

(2) 数列 }{ na の第 n項 na を求めよ。

（鹿児島大）

30． xy平面において、点 nP （ ,3,2,1n ）は 放物線
2xy  上にあり、直線

1nnPP の傾きは
)2(

1
nn

である。 1P が原点のとき、 nP の x座標を求めよ。

（大阪府立大）

31. 数列 nx を cbnanxn  2
（ ,3,2,1n ）によって定める。このとき、次



の 2つの条件(イ)(ロ)を満たす自然数 cba ,, を求めよ。

(イ) 21 ,,4 xx はこの順で等差数列である。

(ロ) すべての自然数 nに対して 1

2
1

2 
 





 

nn
nn xxxx

≧ が成り立つ。

（京都大）

32．数列 }{ na は等比数列で、初項から第3項までの和が
3
13

、初項から第6項までの和

が
3
364

である。次の[ ]をうめよ。

(1) 数列 }{ na の初項 1a は、 1a [ ア ]、公比は[ イ ]である。

(2) nn ab 3log とおけば、数列 }{ nb ｛ nb ｝は初項 1b [ ウ ]、公差[ エ ]の等差

数列である。

(3) 数列 }{ na の初項から第 n項までの積 naaa 21 を nc とおく。 nc3log をnの多項

式で表せば、 nc3log [ オ ]であり、また、
1010nc を満たす最小の nは[ カ ]であ

る。ただし、 4771.03log10  として、これを用いてもよい。

（関西大）

§33．等差数列・等比数列
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